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これも協働のまちづくり�
　今回は、児童福祉の一環として行われて
いる“放課後児童クラブ”にスポットを当
て、労働福祉会館にて行われている“駅前
放課後児童クラブ”の取材を行いました。�
　市の嘱託職員で指導員の泉田さんにお話
を伺いました。�

�
―放課後児童クラブで
はどのような活動をさ
れているのですか。�
　放課後児童クラブは、
仕事などの関係で保

護者の方が家庭にいない児童を対象に、幼稚園
や集会所の一室など利用し、私たちのような指
導員が宿題をみたりゲームなどをして、児童の
適切な遊び場や生活の場を提供するものです。�
�
―クラブへ来ている児童は何名ですか、また、
運営時間はどうなっていますか。�
　三原小学校、付属小学校の小学生1年生から3
年生までの児童を対象に37名（定員30名）を預
かっています。開所時間ですが、平日は、学校
の授業終了時間から午後5時まで、土曜日や夏
休みなどの長期休暇中は午前10時から午後4時
までです。�
�
―閉所時間以降の児童はどうなるのですか。�
　閉所時間以降は、各児童がそれぞれ自宅に帰
ることになります。平日の閉所時間は午後5時
ですから、会社が終ってから迎えにくる保護者
にとっては、時間的に難しく、延長を望む声も
あります。沼田東の放課後児童クラブでは、そ
うした閉所時間に間に合わない保護者のために、
地域のボランティアの方が、児童を各家庭まで
送りとどけているところもあるようです。�

―保護者との連絡はどうされているのですか。�
　日誌で、保護者との連絡をとっています。そ
の日にあった出来事や体調面など気付いたこと
を記入しています。また、保護者の方とコミュ
ニケーションを図るため、年に2回の親睦会を
行い、相互理解を深めています。�
�
―指導員として大切に考えていることは何ですか。�
　保護者の気持ちで子どもたちに接することと、
子どもたちの病気や事故に気をつけています。 
2 名の指導員で37名の児童をみていますので、�
目が行き届きにくいのですが、怪我のないよう
に注意しています。体調が悪い場合もなるべく
早く保護者の方に連絡するようにしています。�
�
―放課後児童クラブの課題は何がありますか。�
　児童の対象が小学3
年生までということと、�
運営時間やクラブの定
員・場所の問題がある
のではないでしょう
か。学校等が効率よく
利用できれば良いと思
います。�
�
～取材を通して～�
　少子化が進行する一方で、いじめ・虐待・非
行などの問題が増加しており、その背景には家
庭や地域社会の養育機能の低下があると言われ
ています。�
　養育する子ども数の減少による親の過保護・
過干渉や子ども同士の交流機会の減少等により、
子どもの社会性が育ちにくい等、子ども自身の
成長への影響も顕在化し、家庭と子育てに関る
意識啓発が重要となっています。�
　これからの21世紀を担う子ども達が健やかに
成長するためには、幼少期（特に小学校）での
過ごし方が重要です。放課後児童クラブは、こ
ういったことに対応するため設立されたもので
すが、市内6ヵ所にある児童クラブも現状では
定員超の状態であり、時間延長を望む声も多い
のが現状です。今後、小学校の空教室の活用に
よる施設の拡充や受益者負担による有料化への
検討等、課題も多くあります。いずれにしても、
学校・家庭・地域の三位一体で取組まなければ
ならない問題であるように思います。�

�

三原市は、5月の広報三原に掲載された
ように「フィルム・コミッションみはら」
を設立しました。今回は、三原市を内面
から活性化しようとされている､三原市
経済部商工観光課の吉田課長と川畑主事
にお話を伺いました。�
�
ＪＣ：これはどのような目的で設立されたのですか？�
吉田：瀬戸の島々、緑豊か
な山、佛通寺を始めとする
歴史的にみて由緒有る三
原のまちを生かして、映画
･テレビドラマなどのメディ
アを通して三原の良さを知って頂くために設立し
ました。先日も座頭市（北野武監督）の撮影が佛通
寺で行われました。�
ＪＣ：これは、みはら経済の活性化にもつながるの
でしょうか？�
吉田：はい。直接的な効果として、何十人というロ
ケ隊が、宿泊や飲食、物資を調達することによる経
済効果があります。間接的には、三原市の認知度が
高まることによるイメージアップや、観光客の増加
ということも考えられます。さらに、三原に住む住
民が、わがまちを愛する心、地域を大事にする気持
ちが強くなり､一層すばらしいまちになると思います。
数字では表せない､有形無形の波及効果があると
思います。�
川畑：これから、広域合併
が進み､都市間競争も激し
くなってきます。わがまち
を大事にするところからこ
のまちの活性化につなが
ると思います。�
ＪＣ：ロケにふさわしい場所を募集されていますが、
現在の状況はいかがですか？�
川畑：残念ながら10数件です。「映画の風景」と難
しく考えず、身近な風景などを気軽に投稿ください。
皆さまからの数多くの投稿をお待ちしています。�
ＪＣ：昔は、映画館もたくさんあったので、映画好き
な人も結構いらっしゃるのでは？�
吉田：映画サークルや写真
サークルなどの方が積極
的に投稿してくれればと
思っています。�
�
ＪＣ：映画の撮影やテレビのロケでは、交通などの様々

な規制があって思うような撮影が出来ないことが
あるようですが？�
吉田：今回のフィルム･コミ
ッションみはらは、そのよ
うなことも対応したいと考
えて設立しています。でき
る限り協力して、いい映画、
ドラマを作って頂き三原の街をPRしたいと思って
います。�
ＪＣ：今日はどうもありがとうございました。映画の
撮影があったときは私もぜひ協力させて頂きたい
と思います。�
�
�
　今回の話は､憧れのスターが「みはら」を舞
台に銀幕で活躍するというワクワク・ドキドキの
可能性があります。このフィルム・コミッションは、
市が中心になって設立されましたが、より多く
の住民が参加して、住民と行政が協働して「ま
ちづくり」を行なうというひとつのきっかけにな
ってほしいと思います。このような形の「まちづ
くり」も、一つひとつ実行してゆくことで、より魅
力あるまち「みはら」になってゆくと思います。
尾道では自主制作グループ（スプレッド・ザ・ワ
ールド、備後のスタッフが中心）が、ほとんど手
弁当で映画（未来への贈りもの）を作成したと
聞きました。しかも視覚に障害を持った方と健
常者が一緒に楽しめるという映画史上初の試
みで、マスコミもかなり注目しているようです。
三原からも多くのスタッフが参加したと聞きま
したが、このように映画が好き、映画に情熱を
持っている方は三原にもいます。三原も少し
のきっかけで映画の火をおこし、それから大き
な火にしてゆくことが大切だと思います。そうす
ればハリウッド映画も夢ではないでしょう。�
�
「あなたイチ押しの三原の風景」を募集しています。
おすすめの場所の地名や地図、写真などを貼付し、
おすすめの理由を記入のうえ次の宛先まで。�
〒７２３－８６０１�
三原市港町三丁目５番１号�
三原市経済部商工観光課内�
フィルム・コミッションみはら事務局�
ＦＡＸ・メール可�
ＦＡＸ　０８４８－６４－４１０３�
E-mail:koho@city.mihara.hiroshima.jp

本気で子どもと語っていますか　�

　人づくり支援実践委員会（亀田尚史委員長）
は、去る6月19日（木）おやじくらぶ（宇根
本　茂氏）・PTA（橋浜智美氏）・地域の
先生（片山雅昭氏）をお招きし、「心豊か
な共育を目指して！～PTCA運動　地域の
力が充実した社会を！～」と題し、6月例会
を開催いたしました。

�
�
　いま、私たちの社会は物質的な豊かさの中で
目標を見失い、心の虚しさから様々な歪みが生
じてきています、このことは子ども達を取り巻
く環境においても例外ではないでしょう。そこで、
学校を共に育む「共育」の実践者として三者の
方に、それぞれの立場から見た問題点を語って
いただきました。�
　このパネルディスカッションを通じて、子ど
も達が「心豊かな人」へと育つには、家庭（P）・
学校（T）・地域（C）の大人がそれぞれの立場
で相互扶助を行い、パートナーシップを形成す
ることが重要性であり、三者が一体となって次
世代を担う子ども達に責任を持つこと（PTCA
運動）が必要であることを再認識することが出
来ました。�
�
�
�
�
�
�
�
　現代の子ども達は、戦後の物最優先主義の中
で日本のすばらしい伝統社会を忘れてしまって
いるようです。その原因は、家庭にあると思い
ます。今も昔も教育の根本は変わっていません。
両親は、家庭で子どもに様々な経験や歴史につ
いて、また人生哲学などを教えてあげてください。
今こそ家庭で尊敬される父、母であるかと自問
自答して欲しいと思います。�
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　私たちの学校は、地域との交流が少なく、保
護者同士、保護者と教員のコミュニケーション
が取れていませんでした。まずは保護者同士、
保護者と教員との連携から進めていきたいと思
っています。保護者の方には我が子がどんな授
業を受けているか、担任の先生がどんな授業を
しているのかを、学校に来て見て欲しいです。
そこから連携が生まれてきてほしいと思います。
また本年度は、JCの皆さんが、本校でPTCA運
動を行うように計画していただいていますので、
大いに期待すると同時に、私たちも協力して、
学校・保護者・地域の連携を深めたいと思って
います。�
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　学校で起きている問題は、全てのしつけは学
校でするものと勘違いしている親、子どもを叱
ることのできない親など、家庭が原因になって
いると思います。この現状を分かって、親の意
識レベルを上げてもらいたいと思います。まず、
自分の目で学校を見て、まわりの子どもが通っ
ている学校で何が起こっているのか、地域の中
で何をしなければならないのかを考えてもらい
たいと思います。それからJCの皆さんは、きち
んとした考えと結束力を持っていますので、教
育を変えることが出来ると思います。現状をき
ちんと勉強し、我が子の為だと思って真剣に取
り組んでください。�

親の意識向上と地域の教育参加�

大人の交流・連携が必要です�

片山雅昭�
三原市小泉町�
陶芸家�
�

橋浜智美�
三原市宗郷町�
中国整体三原�
田野浦小学校PTA会長�

宇根本 茂�
尾道市門田町�
（有）大丸日本料理場 �
おやじくらぶ代表 ※�
尾道青年会議所OB

写真右より、宇根本氏、橋浜氏、片山氏。�

※おやじくらぶとは�
　小学生を子どもに持つおやじ達は忙しくなか�
なか子ども達のことを見てやれません。しかし�
我が子のために、地域の子どものために、まず�
おやじ同士が親睦を深め、そして出来ることか�
ら少しずつ活動しています。それが「おやじく�
らぶ」です。�
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